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Tephrochronological Study

            of  Izu-Oshimaon

 the 1986-1987

Volcano, JapanEruptions

Kunihiko  ENDo*,  Tatsuro  CHiBA*, Hidetsugu  TANiGucHi*,

Mari  SuMITA*, Shigeki TAcHIKAwA*,  Tomoya  MIyAHARA*,

         Rebecca  UNo*  and  Naomichi  MiyAJi**

   Sequences and  products  of  the Izu-Oshima 1986-1987 eruptions  which  started  on  November
15, 1986, were  investigated tephrochronologically.  The  results  are  summarized  as  fbllows:

   1) Summit  eruptions  (Crater A)
   During  IS-20, Nov.  1986, Strombolian  eruptions  continued  to make  a  lava  lake from  where  lava
flews spilt over  and  went  down  the slope  of  the central  cone  to the caldera  fioor (LAIfi"IY).
Volcanic ash  and  scoria  (TA-lrv4) were  dispersed to the eastern  and  western  parts ofthe  island.

   On  21 Nov.,  a  little after  the beginning of  the fissure eruption  (Craters B), Strombolian erup-
tions  were  reactivated  and  ejected  large volcanic  bombs  and  scoria  (TA-S) from  Crater A.

   On  Dec. 18, 1986. sma!1  explosion  occurred  from  the Crater A  for three  or  fbur  hours,  ejecting

a  scoria  fa11 (TA-6) and  bomb.  The  level of  the  lava lake  lowered  about  5 meters.

   On  Nov.  16, 1987,a phreatic  explosion  occurred  to break the crust  of  the  lava  lake, and  the

lava  drained back to the deep  on  Nov.  18.

   2) Fissure eruptions  in the caldera  fioor (Craters B)

   At 16:15, on  Nov.  21, 1986, fissure eruptions  (Craters B} started  on  the caldera  fioor and

extended  to  the  slope  of  the central  cone.  The  eruptions  became  explosive  one,  generating lava
fountains with  the height of  more  than  1500 meters,  with  a  high discharge rate  of  8× 106 tonthour,

producing  pyroclastic cones  and  rootless  (clastogenic) lava flows (LB I and  III). Subplinian scoria
±al]s  were  dispersed to west  (TB-1) and  east  (TB-2). About  5 hours after  the beginning, the activity

waned  to produce  only  volcanic  ash  (TB-3 and  -6) and  finer scoria  falts (TB-4 and  -5) and  ceased

on  Nov,  23, A  rheomorphic  lava flow (LBII) occurred  from  the  edge  of  the deformedcone  on

Nov.  23.

   3) Fissure  eruptions  on  the somma  slope  {Craters C)

   At 17:45, on  Nov.  21, 1986, fissure eruptions  occurred  on  the somma  slope,  and  produced

two  lava flows (LCI and  II), scoria  cones,  and  vesicular  scoria  falls (TC-1 and  -3) from  the 11

craters.

   4) The  1986 eruptions  ejected  O.053km", 7.9× 10Ttons of  rava and  pyroc)asts  from  A, B  and

C  craters  {Table 4).
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　 1． は じ め に

　 1986年、1f 月 15 日 17 時 25 分 （気 象庁発表 に よ る ），

伊豆 大島 1986 年噴火 は ， 三 原山山頂 の 1「1央火孔 の 南

端 ，A 火 口 か ら の ス ト 卩 ン ボ リ式噴 火 に よ っ て 始 ま り，

中央 火孔 に 溶岩湖 を 形成 ，盗流 した 溶岩流 は カ ル デ ラ

床に 達 した ．さ らに 11 月 21 日 に は 割れ 目火 口 か ら

爆発的な側噴火 （B ， C 火 口 群）が 発 生 したが ，同 日

中 に 衰 え ，同 23 日に は 山 頂 噴 火 と と も に 終息 し た．

一方山頂噴火 に つ い て は ，12 月 18 日 に A 火 口 の 小

規模 な再活動が生 じ，1 年後 の 1987 年 11 刀 16 日

に は ，1986 年に 形成 さ れ た 溶岩湖 の 部分 か ら 再 び噴

火 し た．1986 年噴火 で は 後述す る よ うに ，約 5300 万

t の 溶岩流 と約 2600 万 t の 火砕物，合わ せ て 約 7900

万 t ，0．053km3 に の ぼ る噴出物を 噴出 し た． し か し

主 として 1987 年 11 月 の噴火で ，溶岩湖を埋 め て い

た 部分 が 陥没 した た め ，総 噴出 量 の 内，約 2800 万 t

が マ グ マ 溜 リへ 戻 っ て い っ た こ とに な る，本稿で は こ

の 噴 火 の 経緯 と噴出物 の 層序，分布，噴出量 に つ い て

山頂噴火 と側噴 火 の 相違 点 を 見なが ら検討する．

　な お ，本稿 で 述 べ る 1986〜1987 年噴火噴出物 の 調

査 ・分析 に つ い て は ，次の 方 々 の ご 協力を頂 き，また，

資料 の 提供を頂 い た．特 に 東京大学地震研究所荒牧重

雄教授 に は 現地 調査 や 化学分析 に つ い て 便宜 を 図 っ て

頂 い た ．こ こ に 記し て厚 くお礼を 中 し 上 げる．

　噴火 の 経緯 ： 大島 　治 。小 坂丈 予，1986 年 11 月

16〜21 日調査 ； 早川 由紀夫 ・川本素行 ・菅香世 子 ・

水谷 の ぞ み ・橋 本寿康 ・稲葉宏幸 ・伊藤昭彦 ・印牧も

と こ ・小林勝 巳 ・杢子
一

郎 ・中村省治 ・野村純
一 ・岡

部 顕 ・小野沢宏之 ・斎藤 啓吾 ・斎藤秀幸 ・ 酒 井由紀

子 ・嵯峨茂美 ・坂本陽
一 ・肉倉 真 ， 1986年 11 月 22

日 の 周遊道路調査 ： 荒牧重雄 ・浅岡伸之 ・福岡孝昭 ・

Harry　 Glicken・岩森 光 ・鎌 田浩毅 ・金 チ隆之 ・ ・」・

屋 口 岡E博 ・中野 　俊・小沢
一

仁 ・曽屋竜典 ・高 田　亮・

海野 進 1986 年 12 月 の カ ル デ ラ内調査 ： 藤井敏

嗣 ・大島　治 ・鈴木正章 ・巽　好幸 ・宇井忠英 ，カ ル

デ ラ内 テ フ ラ資料 ： 鈴木建夫 ， 層厚資料 ： 長 岡正 利 ，

化学分析 ： 荒牧重雄 ・山路　進 ・鈴木 正 章 ・ 石 井 輝秋，

諸情報 ： 下 鶴大輔 ・渡辺秀文 。山岡耕春，11 月 21 日

噴泉 ： 阿 部勝 征，熱映嫁写真 ： 加藤 洋
一 ・中 山 裕則 ・

山本寛行，気象 資料： 浅見幸宏．

　本研究 の 経費 の
一

部 に 文 部省科学 研 究費 を 用 い た．

II． 火 口 と 噴 出物 の 概 要

1986 年 山 頂噴火 の 火 口 は 三 原山中央 火孔 の 南端 に

Fig，1．　 Map 　showing 　 distribution　of 　craters

　　　（A ， B1−B8　and 　C1 −C11）， 1ava　fiows （LA ，

　　　LB 　and 　LC ），
　 and 　pyroclastic　 cones 　 of

　　　 Izu−Oshima 　1986−7　eruption ，　and 　locality

　　　 of 　columnar 　sections （Figs．5
，
6

，
7

，
　and

　　　9）．　 a ： caldera 　rim
，
　b ： cliff

，
　cl　crater

，
　d ；

　　　lava 置ake
，
　e

，
　f：pyroclastic　cone ，9 ；1ava

　　　 How ，　 h ： lecality　 of 　columnar 　section 　in

　　　Figs．5
，
6

，
7

，
　and 　9．

位置し ，
A 火 口 と名付けられ た （Fig．1）．一方，B1〜B8

と名付 け られ た B 火 口 群の 割れ 目 は ， ミ の 字型雁行 を

示 す 4 列 の 割れ 目を なす （千葉，1988）． 阿部 ・高橋

（1987） は B 火 口 群 の 割れ 目 を F1〜F4 に 区分 した が ，

F1 は B8 ，
　F2 は B7

，
　F3 は B6

，
　B5

，
　F4 は B4

，
　B3

に 相当す る と考 えられ る ．C 火 口 群 は C1〜C11 と命

名され，杉 の 字型雁行を示 す 5 列 の 割れ 目に 区別 され

る 〔千葉，1988）．Fig．1 に は 以上 の 火 冂 か ら噴出 し

た 溶岩流 と火砕 丘 の 分布 も示 した ．

　1986 年噴火 で 放 出され た 全 テ フ ラ の 等層厚線図を

筆者らと荒牧重雄，鈴木建夫 ら 大 島総合観測 班 噴出物

グ ル ープ の デ ー
タ に 基 づ い て作成 した （Fig ．2： 遠藤

ほ か ，
1987a ）．南か ら，　 A 火 口 か ら南西 に 向か うロ ー

ブ，B 火 口 群か ら東 に 向か う大 きな 卩
一ブ，　 C 火 口 群

か ら 東北東 へ 向か う小 さ な 卩
一ブ が 見分 け られ る ．A

火 口 か ら の ロ
ーブ は 滑 り台付近で約 1m の 層厚を示

し，そ の 北西 ，お よ び南東方 で は 急速 に 層厚を 減ず る，

B 火 口 群 の ロ
ーブ は ，割 れ 目火 口 群 に 直交 し ， 火砕 丘

N 工工
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Fig．2．　 Map 　showing 　isopach　of 　the　total　tephras （mm ）of 　the 　19861zu −Oshima 　eruption 　and 　the

　　 distribution　of 　lava　Hows （LA ，
　LB

，
　LC ）and 　pyrodastic 　cones ．

の 膨 み と並行 し て 北東方 向 に 広 が る 複数 の ロ
ーブ と ，

割 れ 目 火 口 の 上 空 か ら 東方 へ 遠方 ま で 伸 び る大 き な ロ

ーブ との 含成 を 示す．C 火 口 群 の 卩
一ブ は C2〜C3 火

凵 付近 を中心 に 主 と し て 東北東 に 伸び ，ま た 南西 方 に

も膨 らむ分 布を示す．

　IIL 　山頂噴火の 経緯と 噴出物

　Table　1 に 三 原 山 ［14頂 A 火 口 か ら の 噴火 の 経緯 と噴

出 され た テ フ ラ を 示 した ．以 下 に 1986 年 と 1987 年

に 分け て 説 明す る ，

　 1） 1986 年 11〜12 月の山頂噴火

　溶岩湖の形成と溢 流

　 11 月 15 日 に始 ま っ た A 火 口 か らの 溶岩噴泉か ら

落 下 した 噴出 物 は ，噴 火前 の 深 さ 約 230m （最深 部標

高 452m ）．直径約 300m の 三 原山中央火孔 を 満 た し

て 溶岩湖 を 形成 し た．溶岩湖 の レ ベ ル は 急速 に 上 昇 し，

11 月 17 口 17 時 に は 漂高 660m に達 した ．18 目

早 朝 に は 旧 中 央 火孔域 か ら　
“ A テ ラ ス

”
へ 溶岩流が

溢流を 開始 して お り，時速 10〜15m で 平坦部を流動

し た ．19 日 to 時 に は 溶岩流は 三 原山 の 斜面を 下 り始

め ，さ らに 数条 に 分か れ て，カ ル デ ラ床に達 した （こ

れ ら は LAI 〜LAIV と名 付け ら れ た ）． こ の 流 下 の

過程 を Fig．3 に 示す．各溶岩流 は ，20 日に は わ ず か

に 移動 を 続 け た 後，最終的な 位置 に 達 し た ，21 凵 に

は 全 く動きが認 め られ なか っ た ．

　 A 火 ロ か らの テ フ ラ

　山頂噴火 の 活発 な 溶岩噴泉 は ，15 日 よ り 17 日 に か

／
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Fig ．3．　 Isochron 　map 　 showing 　the　maximum

　　　extent 　of 　lava　 fiows（LA 　I〜LA 　IV）spilt

　　　over 　the　lava　lake　 which 　formed　by　the

　　　activity 　of 　A 　crater ，　Miharayama 　central

　 　　 cone ，　during 　Nov ．15−20
，
1986 ．　 Figures ：

　 　 　 datc　and 　time　observed ．

け て ，周囲 に Pele’s　hair （火山毛〉に 富 む火 山灰を降

下 させ た．15 日
〜16 目未 明 に は 東南東 へ ，16 日午後

に は 南西 へ ，16 日夜 〜17 日朝に は 東 へ ，それぞれ海

岸部 ま で 達 した ．Pele ’

s　 hair は特に 初期 の もの に多

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table　 1．　 Activities　 of　the　summit 　eruptions 　at　the 　A 　 crater 　during　the　1986−19871zu −Oshi【na

　　　　 eruptlon ．

日

（Date ）
時 　噴　火　 の 　経　緯

（Sequence　of 　eruptions ）
テ　 フ 　 ラ　 名

（Tephra 　 name ）

1986 年
11 月 15 日 17時 25分

Nov ．15
，
17：25

11 月 16 日

NOV ．16

ll 月 17 日

Nov ．17

11 月 18 日

Nov ．18

11月 19 日

Nov ．19

11月 20 日

Nov ．20
11 月 21　日 14時頃迄
Nov ，21

，
up 　to　14：00

11 月 21 日 16時 45 分 頃

Nov ．21
，
　ca 　16：45

11 月 22 日　3時頃

Nov ．22
，　ca 　3：00

11 月 22 目 14 時 5〜20分

Nov ．22，　14：05−20
11 月 23 日 6時 55分

〜

Nov ．23
，
6：55−

11 月 23 日 9 時 43 分

Nov ．23，9：43−

12 月 18H17 時 30分頃

Dec ．18，　 ca 　17；30

1987 年

11月 16 日 10時 47 分

Nov ．　16，　10：47

11 月 18 目 3時 29 分

Nov ．18，3：29

A 火 口 よ り噴火開始
＊

， 溶岩
．
噴泉 上 げ る ．

Start　of　the　eruption 　from　A 　crater ．＊

　Active　lava　fountains．

東方 へ 火山灰 （Pe 匸e
’
s　hair｝降下．

Ash 　rich 　in　Pelげ s　hair　dispersed　to　E ．

溶岩噴泉続 く，溶岩
・
湖形成 ，南 西 方 へ 火山灰 （Pele

’
s　hair＞降下。

Lava 　fountains　continued
，
　making 　a 　lava　lake．　 Pele ’

s　hair・

rich 　ash 　fall　in　SVV　is］and ，

溶岩噴泉継続，溶 岩湖 の レ ベ ル 上 昇 （17 時 ，
660m ）．

束 へ 火山灰降下 ，そ の 後，周 囲 に ス コ リア 降下 ．
Active　fountaining，　rising 　of 　lava　lake　重evel （17：00

，
660　m ）．

Ash 　fall　in　 E　 island，　 then　 sceria 　fal匡in　proximal 　area ．

溶岩噴泉続 き，溶岩湖 か ら溶岩温流開始 （早朝）．

周 囲 に ス ＝ リ ア 降下 ，
パ ブ ル 型噴泉増え始 め る．

Lava 　flQw　spi！t　from　lava　lake ｛early 　morning ）．

Scoria　fall　in　proximal 　area ，
　bubble−bursting　begun　to　increase．

溶岩流三 原山斜面 を流下開始 （10時），
カ ル デ ラ 床 ｝こ 達する （15時

頃），周 囲 に ス コ リ ア 降下．

Lava 　fiow（LA ）begun　to　descend　slope 　of 　CentraI　cone （10：00），
reached 　Io　caldera 　fioor（15：00｝，

　scoria 　fall　in　proxima 且 area ．

溶岩流やや前進 ，ス コ リ ア 降下極 め て 間欠的．
LA 　 moved 　a　little．　 Scoria　fell　very 　intermittently．
火山弾放出間欠的だが飛翔力増す，光環現象多発．

Bombing 　 became 　 to　 be　 active 　 intermittently．　 Shock 　 waves 　 ob −

served 　frequently．
B 火 口 型 の 噴火開始 に 引続 き，A 火 口 噴火再開．
パ ブ ル 型，花火型溶岩噴泉活発化．

After　short 　quiescence，　fountains　from　A 　were 　reactivated ．

溶 岩噴泉終 了 して い る．
Lava 　fountain　 not 　 observed ．

爆発音 と空振 ＊。

Bursting（only 　sound ）and 　shock 　wave ＊．

爆発活動
＊．

Bursting ＊．

こ の 爆発 を 最後 に 沈静化
＊．

Final　bursting　 in　this　stage ＊ ．
A 火 「コ よ り小規模噴火再開＊，2〜3 時間後に 沈静化

＊

， 周囲 に 火 山

弾 ・ス コ リ ア 降下，溶岩湖 の レ ベ ル やや低下 （数 皿 ）．

Small　eruptien 　from　A 　crater 　reopened 　and 　continued 　about 　2−3
hours＊ ，　 Scoria　and 　bombs 　fell　around 　the　crater ，　 Level 　of 　the

lava　Iake　sank 　about 　a 　few　meters ．

山頂溶岩湖部 よ リガ ス 爆発，噴煙 4300m ．

噴石 ，Z コ リ ア ，火山豆 石，火山灰 を周囲 に 放出．

Gas　explosion 　from　the　Iava　lake，　eruptive 　cloud 　4300　m 　high．
Scoria　and 　bombs 　fell　in　the　proximal 　area ．　 Ash　and 　accretion −

ary　tapilli　were 　dispersed　to　ESE −ES ．

溶岩 湖陥没，ガ ス 突出 ， 黒煙 1600m ，赤紫 色火山灰 降下 （野増 へ ）．
Level 　of　the　lava　lake　fell　down

，
　reddish 　ash 　fell　to　W ．

TA ・1

TA ・2

TA 。3

TA −4

TA ・4

TA −4

TA ・4

TA ・5

TA ・6

TA ・7

TA ・8

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Volcanological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

▽ oloanologioal 　Sooiety 　of 　Japan

S36　 遠藤邦彦 ・千葉達 朗 ・ 谷 口 英嗣 ・隅 田ま り ・太刀川茂樹 ・ 宮原智哉 ・宇野 リベ カ ・宮地直道

Table　1．　 Continued ．

目　　　 時

（Date ）
　噴　火　の 　経 　緯
（Sequence　of 　eruptions ｝

テ 　 フ 　 ラ　名
（Tephra 　name ）

7 時頃
ca 　7：0010

時 04 分

10 二〇4

11 月 19 日 14 時 50分頃

Nov ．19，
　ca 　14：50

小陥没 or 崩落，赤紫 色火山灰降下 （野増 へ ）．

Small　collapse ，　ash 　fall　to　W ．

ガ ス 突 出，18 日 の 陥没 の 深 さ計約 160m に 達す・

黒煙 2400m
， 赤紫色火 山灰降下 （元 町 へ ）．

Collapse　occurred ．　 Lake 　level　lowerd　about 　160　m 　totally．

Eruptive　cloud 　2400　m 　high，　reddish 　ash 　fall　to　WNW ．

東方 へ 淡褐 色火山 灰 降下 ．

Brownish　ash 　fall　to　E ．

TA ・9

TA −10

＊
気 象庁地震火山部 （1987）に よ る．

　After　Japan　Meteerological　Agency （1987）．

く ， ま た ，長 い もの （最長 11cm ）が保存 され て い た．

17 日以 後は ，A 火 口 か ら放出 さ れ る テ フ ラ は 極 め て

発泡 の よ い reticulite 状 の ス コ リ ア に 変わ り，遠方に

は 到達 せ ず ， 火 口 近傍に の み 堆積 した．さ ら に ， 18，19

日に は 断続す る 噴泉 か ら粗粒な 黒色 ス コ リ ア が 近 傍 に

落下 した が ， 噴泉 の 時 間的間隔は広が っ て きた．18 目

’
tこ は bubble　fountainingが 目立 つ よ うに な り， マ グ

マ の 粘性 が 増す 傾向 に あ っ た．20 日に は 噴火ば か な

り衰 え ，小 山 ほ か （1987） に よ る と 1〜2 時 間 お きの

間欠的爆発とな っ た．

　11 月 21 日午前 の A 火 口 は ，光環現象を 多発 し，

間欠的 な爆発に よ り火 山弾 を放出 した が ，そ の 飛 翔 力

は カ ル デ ラ 床 ｝こ到達す る ほ どに 増 した ．16 時 15 分 の

B 火 口 群 の 開 口 に約 30〜40 分程遅れ て A 火 口 も打 ち

上 げ花火 的 な間欠的噴泉活動を 活発 に 再開 した ．こ の

噴火 で 火 山弾 とス コ リ ア が山頂部か ら カ ル デ ラ 床 に ま

で 放 出され た．A 火 口 の 活動 は 20 時前 後も同様 で あ

っ た が，22 時 15 分頃や や 衰え を 見 せ ，22 日 3 時頃

に は
一

旦 終息 し た が ，気象庁地 震火山部 （1987）に よ

る と，22 日 14 時 05 分 〜20 分 の 間頻繁 に 爆発音 と

空振が，23 日 に は 6 時 55 分か ら爆発活動が観測さ

れ た ほ か ，散発的噴火 が 認 め られ，23 日 9 時 43 分 の

爆発を最後に終息 した．

　 A 火 口 は 12 月 18 日 17 時 30 分頃 ，小規摸に 活

動 を 再開 し たが ， 数時間後に 活 動を終 了 し た （気象庁

地震 火 山 部 ，
1987）．こ の 噴火 で ス コ リ ア とともに 火山

弾が山頂部 か らカ ル デ ラ 床 ま で 放出 さ れ た が，そ の 分

布 は 写真判読に よ っ て 推定 され て い る （千葉，1988）．

　 テ 7 ラ層序

　 A 火 ロ に 由来す る テ フ ラ の 層序は，主 と して 山頂部

に お け る 噴火時 お よび 噴火後 の 調 査 に 基 づ い て ，TA ・

1〜TA −6 の 61曽に 区分 された （遠藤ほ か ，1987b）．そ

の 噴火 の 経 緯 と の 関係 を Table 　1 に 示す．　 TA −1
，　TA −

2 は それ ぞれ 11 月 15 日夜に 東海岸 へ ，お よび 16 日

午後 〜夜 に 南西海岸 へ 降下 した 火山灰 で ，共 に Pele’s

hair に 富 む もの で あ る．火 口 の 周囲 で は 発泡 の よ い

黒 色 ス コ リ ア を 混 じえ て い る．同種 の 火山 灰 は 17 日

早朝 に か け て ， 再 び東海岸に 降下 し た ．そ の 後 は，A

火 口 か ら の 火 山 灰 の 噴出 は 見 られ ず ，火 口 の 周 囲 に 発

泡 の よ い ス コ リ ア が 放出 され た ，そ の うち 17 口 に 降

下 し た ス コ リ ア は ，半透 明 の 暗灰
〜

飴色 で ，極 め て 発

泡が よ い ，reticulite 状 の もの を 主 と し，黒 色 ス コ リ

ア を 混 じえ る （TA −3）． こ の 層は 明瞭 で あ り，噴火後

の 調査 で 層序 区分 の 基準 とな っ た ．18 日〜21 目昼 に

か げ て 降下 し た黒色 ス コ リア は 区分で きない た め TA −

4 と し て
一

括 し た ．Fig ．4 に は ，17 日 に 調査 さ れ た

東海岸 の TA −1 と TA −2
，

16 日に 調査さ れ た西 海岸

の TA −2，
17 あ る い は 18 日 ま で に 山 頂 部 に 堆積 し た

ス コ リ ア ・火 III灰 （TA −1〜TA ・4），お よ び 21 口 に カ

ル デ ラ 床 で 調査 され た ス コ リ ア （こ の 範囲 に は 19 日

以後は z コ リ ア の 降下 が な か っ た の で TA −4 ま で）に

つ い て の 単位面積 当 り堆積重量 の 分布を 示 した ．すな

わ ち， こ の 図 は A 火 口 か ら噴出 した テ フ ラ の 18 日 ま

で の 積算値 の 分布を 示 し て い る ．21 日 夕刻 か らの 噴

出物は 粗大 な火 山弾と黒色 ス コ リ ア （TA −5）で
， 火山

弾 の 多 くは 層位 学 的 に 後述す る TB −2 と TB −3 の 間 に

ある．12 月 18 日の 黒色 ス コ リ ア （TA −6） は 表層 に

あ り，そ の 下位 に は 風 に よ る再堆積火 山灰層があ るた

め 明瞭に 区別 で きる，Fig ．5 は ，　 TA ・1
，
2

，　TA ・3 な

ど特徴的 な 層準を鍵層 として噴火中に調査 された柱状

図 （No ．15〜18）と噴火後 の そ れ を 対 比 し た もの で あ

る ．
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Fig, 4. lsopleth map  oftephras  ejected  from  the  summit  A  crater;  ash  fa]ls (Pele's hair) of  Nov.
15-17 in the distal area  in the island, and  scoria  fa11s of  Nov.  17-21 in the proximal area
{unit: gfm2, symbol:  date surveyed).
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    crater  (symbol as  in Fig, 7; localities shown  in Fig. 1). a. black scoria,  b. reddlsh  brown
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　2） 1987 年 11 月 の 山頂噴火

　A 火 口 か らの 1986年噴火 の 開始 か ら 1 年後 の ，

1987 年 11 月 16 日 に 噴火が 再 開 され た ．同 日午前

10 時 47 分，強 い 衝撃 を と もな っ て，1986 年噴火 で

形成 され た 溶岩湖 の 固結 した 表面が吹 ぎ飛 ば さ れ ，同

時 に 溶岩湖 は 約 25m 陥没 を起 こ した ．こ の噴火 に よ

り，少量 の マ グ マ が降下 ス コ リア ・ 火 山弾 と して 噴 出

した ほ か ，火山豆 石 に 富む 細粒火山灰 と赤褐色 粗粒火

山灰が 島 の 東
〜東南部 に 降下 した （TA ・7）． こ れ らの

内，剥片
．
状 の ス コ リ ア の 化学組成 は ，Sio252 ．5wt％

で ， 1986年噴火 A 火 口 噴出物 の それ と
一

致す る （分

析 ば 東 大地 震研 XRF に よ る〉．11 月 18 日に は 溶岩

湖は さ ら に 陥没 を お こ し 推定約 160m の 深 さ と な り，

A 火 口 側を含 め 陥没地形は拡大 され た．こ の 陥没 は 同

日 3 時 29 分 ，
7 時前後，10 時 04 分 の 主 と して 3 回

に わ た っ て 起 こ り，それ ぞれ赤褐色 の 火山灰を野増や

元町方面 に 降下 さ せ た （TA ・8，　TA −9
，　TA −10）・ こ の

過程 で 中央 火孔を 埋 め て い た 1986 年噴 出 の 溶岩湖

充填物 （高温 の 液体，｝
マ グ マ ） ぽ ，崩落 物 質 ととも

に マ グ
ー
マ 溜 りの 方向 に戻 っ て い っ た もの と 思わ れ る．

こ の き っ か ：ナを 与え た も の と考え ら れ る 16 日 の 噴火

は ， 溶岩湖表層を つ くる 固結部 （ク ラ ス ト） の 下 に 集

積 し た ガ ス の 圧力が増大 した こ とに 基 づ く水蒸気性 の

爆発で ，そ の 衝撃波は 関東南部 で 広 く観測 され た． こ

の 時 の 噴 出 物 の 特徴 と し て ， ク ラ ス ト の 巨大な破片，

そ の 破砕物 で あ る赤褐色 火山灰，こ の 爆発 に よ っ て マ

グ マ の 表層 か ら薄 く剥 が され て 生 じた と思 わ れ る 剥片

状 ス コ リア や折畳む よ うに 曲げ られ た 火山弾，非常 に

細粒 な灰 白色火山灰 よ りな る火山 豆 石 な どが含まれ る

こ とが あ げ られ る．1987 年噴火 の 詳細 に つ い て は 改

め て 論ず る 予定で あ る．

　【V ． 割れ 目噴 火 （B ・C 火 ロ 群） の 経緯 と噴 出物

　割れ 目噴 火を生 じた 1986 年 11 月 21 日の 噴火 の

経 緯を Tables 　2
，
3 に 示 す 。以 下 B ，　C 火 口 群 に 分

け て 述 べ る．

　1）　B 火 口 群

　 経緯

　1986 年 11 月 21 日 15 時 頃 よ り山頂噴火 は 途絶え ，

静 穏 と な っ た ．15 時 50 分頃 三 原山登 山遊歩道北側 の

カ ル デ ラ床 に ヘ ア
ー

ク ラ ッ クが 発生 し て い る の が発見

され た ．16 時 15 分三 原山北西 方 の カ ル デ ラ 床 よ り突

然 白煙 が 上 が り，す ぐに 続 い て 黒煙が 上 が っ た ．お よ

そ 5〜10 秒を お い て そ の 200m 程南東 よ り 白煙 。つ

つ い て 黒煙 が上 が っ た．それぞれ 割れ 目火 口 に 発達

（B8，　B7 割れ 目火 口 ） し，割れ 目の 南西側 に黒煙 ・白

煙 を伴な っ て ，溶岩噴泉を噴き上 げ た ．上空 に 上 が っ

た噴煙 は 西風 に よ り東方 へ 流さ れ た ，噴火 の 初期 ，地

表近 くで は 上 空 とは 逆 に 東風 が 割れ 目火 口 北端を反時

計回 りに巻 く よ うに 吹 き，白煙 （蒸気）が 割れ 目火 口

北 部 の 周 囲 か ら西 側 に 流れ た．北側 か らは 黒煙 ・白煙

が 西側 に 流 され た た め 溶岩噴泉が きれ い に 見 えた ，こ

の 風 に よ り噴火初期 に カ ル デ ラ 床西側 の 登山遊歩道付

近に ま で ス コ リア が降下 し た．割れ 目噴火初期 の 経緯

を解析 した 阿部 ・高橋 （1987） に よ る と，16 時 27 分

さ ら に 南寄 りで 火 口 が 開 い た （B5 −B6 火 口 に 相当す

る｝．16 時 40 分 に は 山体斜面 で 火 口 が 開 き （B4 火 口

に 相当する と考え られ る ），16 時 52 分 に は 斜面中腹

に 火 口 が （B3 火 口 に 相 当する と考え られ る）開 い た ．

B5−6 火 口 と B3 −4 火 口 とは B7−8 の 割れ 目 火 口 とそ

れ ぞれ ミ の 字型 に やや雁 行 し， 各 々 独立 し た 火 口 か ら

溶 岩噴泉を 高 く噴 き上 げ た ．

　噴火開始約 30 分後に は噴泉は 急激 に 高 く上が り，

噴泉活動 の 最盛期 に 向 か っ た ．阿部 ・高橋 （1987に ）よ

れ ば 17 時頃 の 溶岩噴泉 の 最高高度 は 1600m を 越 え

た と い う，17時前後 か らが 噴泉活動 の 最盛期 に 当た る

と考え ら れ，粗粒 な ス コ リア や 火 山弾 を 周囲 か ら東方

遠方 へ 降下 さ せ る と と も に ，B4−5 火 口 を 中心 に IOOO

万 t 級 の 大規模な溶岩流 （LBI ） を東方へ ，　 B8 火 口

を中心 に や は り 1000 万 t 級 の 溶岩流 （LB 　III）を 北

方 へ 流下 させ た （Fig．1）．

　活発 な 溶 岩 噴泉が 17 時 を 過 ぎて も継続 し た．日没

後の ビ デ オ （NHK ｝に よ る と ， 割れ 目火 口 北部 か ら斜

め に 勢 い よ く噴 出す る 噴泉が認め ら れ た ．こ の B8 火

口 付近 か ら北東 へ の 斜 め の 噴泉 は ，
B8 火 口 付近 か ら

北東 へ 発達 す る 火砕丘 の 形成 に 寄与 した と 思 わ れ る

（大島治氏，中村
一

明 氏 との 議論 に よ る ）．噴火約 1 時

間後の ビ デ オ （NHK ） に は 溶岩流 （LB 　III）が 北 へ 流

下 し，溶岩噴泉 か ら 割れ 目火 口 付近 に 火 山 弾 ・ 粗粒 ス

コ リア が急速 に 集積 して い る の が認 め られ る．

　 B 火 口 群 の 噴泉 も 21 時頃 まで 続 い た後衰え ， ある

い は 間欠 的 と な り，22 時過 ぎに は 黒煙 に 置 き変わ っ

た． こ の 変化 は 後述する よ うに ，テ フ ラ が ス コ リ ア か

ら火山 灰 に 変わ っ た こ と と対応す る もの と考え られ ，

23 時頭か ら 房総半島館 山な ど で 火 山 灰 の 降下 が 観測

さ れ た こ とと符号する．22 日 1 時 40 分 に は 同 じ く

勝浦 で 火山灰 の 降下 が確認 され て い る こ と か ら，火 山

灰の 放出 は 少な くて も 3時 間以上続い た もの と推定 さ
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Table　2．　 Activities　of 　the 　fissure　eruptions 　at　the　B　craters 　during　the　1986　lzu−Oshima 　eruption ．

日

（Date）
時 　　　噴 　火　 の 　経　緯

（Sequence　of 　the 　 eruptions ）
テ 　 フ 　 ラ　 名

〔Tephra　name ）

1986 年
11月 21 日 15時 50 分頃
Nov ．21，

　ca 　15：50
11月 21 日 16時 15 分
Nov ．21

，
16：15

11 月 21 日 16時 15分
Nov ．　21，　16：15

11 月 21 日 16時 20 分

Nov ．21
，　16：20

11 月 21 日 16 時 27 分
Nov ．21

，　16：27
11 月 21 日 16 時 40分

Nov ．21
，
16；40

11 月 21 日 16時 52分
Nov ．21，16：52
11月 21 日 17 時前後 〜

Nov ．21
，
　ca 　17：00

11 月 21 日 22 時頃
Nov ．21，　 ca 　22：00
11 月 21 日 23 時
Nov ．21，　 ca 　23：00
11 月 22 日 1時 40 分

Nov ，22；　1：40
11月 22 日 早暁

Nov ．22
，
　befb匸e　6：00

11 月 22 日早暁

Nov ．22
，
　befbre　6 ：00

11 月 22 日 6 時頃 よ り

Nov ．22，
　ca 　6：00〜

11月 22 日午後
Nov ．　22，　afternoon

11 月 23 日 12 時過 ぎ
Nov ．23

，
　 ca 　2 ：00

遊歩道北 カ ル デ ラ 床 に ヘ ア
ー

ク ラ ッ ク 発見．
Hair　 cracks 　 were 　 found　 on 　 the　 NW 　 caldera 　 floor．
三 ．原山北方 カ ル デ ラ 床 よ り白煙，続 い て 黒煙上 が る （B8 火 口 ）．

Small
，
　 white 　 and 　 black　 clouds 　rose 　on 　the　NW 　caldera 　floor

　（Opening　of 　B8　fissure）．
200m 南東 よ り 2 つ 目の 白煙，続 い て 黒煙上 が る （B7 火 口 ）．

Second　clouds 　rose 　200　m 　SE　of 　the　first　one （Opening　of　B7
fissure）．
B8〜B7 火 口 割れ 目火 口 に 発達，溶岩噴泉活発 ，

　fire　curtain をなす，

反時計 回 りの 上 昇風発 生 ，ス コ リア 周囲 に 降下．
Active　lava　fountains　ftom　B8　and 　B7　fissures．　 Scoria　fell　in　the

proximal　area 　through 　anticIockwisc 　wind ．
B7 の 南側 に 火 卩 開 く （B5 −6）， 溶岩噴泉上げる．

B5−6　craters 　opened 　south 　of　B7
，
　issuing　lava　fbuntains．

三 原 山 の 麓に B4 火 口 開き，溶岩噴泉上げる，全体 に 溶岩噴泉活発

化．

B4 　crater 　opened 　on 　N 　slope 　of 　Central　Cone ，
　blowing　up 　Iava

f｛）untains ．　 Fountaining 　of 　each 　crater 　 becamo 　 active ．

剣 ケ 峰斜面 に B3 火 口 開 く，溶岩噴泉上げ る．

B3　crater 　opened 　at　the　upper 　s】ope 　of 　C ．C．，　issuing　fountains．
溶岩噴泉最盛期，高度 1600m 以上 に達す．溶岩流 （LB 　I

，
　LB 　III）

流下．
B8 火 口 付近 か ら斜 め 北東方 ｝こ 溶

．
岩噴泉．ス コ リ ア ・火 山弾東 へ ．

Climax　 of 　the　B　 fissure　eruption ，　 Fountains 　 were 　 higher　than

l600　m ．　 Lava （LB 　I
，
　 LB 　m ）flowed　 to　 E　 and 　 N ．　 Oblique

fountains　from　B8 　were 　observed ．　 Scoria　and 　bo皿 bs　were 　dis・

persed　to　E．
B の 噴煙黒煙 に 変 る ， 火山灰 降下．

Dark
，
　ash ・laden　cloud 　rose 　from　B3−B2　craters ，　 Ash 　fall　to　E

房総半島館山 に 火山．灰降下．

Ash 　fal且s　 in　Tateyama ，　 Boso　Peninsula．

房総 半島勝浦 に 火山灰降下 ．
Ash 　fa且ls　 in　Katsu −ura

，
　 Boso　PeninsuIa．

発泡 の よい ス コ リ ア ，B 火 口 東方近傍に 降下．

Vesicular　scoria 　fell　 east 　 of 　B　fissures．

発泡 の よ い 皿 状 ス コ リア ．B 火 口東方近傍に 降下．

Vesicular．　platy　scoria 　fell　east 　of　B　fissures．
灰色噴煙 B3 火 口 よ り東 へ ，細粒 火山灰降下 ．
Very 　fine　ash 　fell　from　low

，
　gray 　ash ・laden　 cloud 　from　B3 ．

B3 火 口 よ り東 方 へ 細粒火山灰 の 降下続 く．

Very　 fine　 ash 　continued 　to　fall　to　E 　from　B3．
B7 脇の ス コ リア 丘 か ら 2 次溶岩流 ｛LBII ）流下．

Arheomorphic 置ava 　fiow
，
　LB 　II，　emitted 　from　the　eastern 　slope

of 　the　B7　 scoria 　cone ．

TB ・1

TB −1

TB −2

TB −2TB
・2

TB ・3

TB −3

TB −3

TB ・4

TB −5

TB −6

TB −6

れ る ．

　堆 積物 の 層序か ら，房総に降下 した 火山灰 と，早朝

の 細粒火山灰 の 降下 の 間 に ，2 種の 発 泡 の よ い ス コ リ

ア が降下 して い る が，そ の 噴煙柱 は 確認さ れ て い な い ．

22 日 6 時頃か ら ，
B3 火 口 よ り東方 へ 灰色 の 噴煙が

低 く垂れ こ む よ うに静か に 流れ 出 て お り，ま た こ の 噴
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Table　 3． Activities　of 　the　fissure　eruptions 　at　the 　C 　craters 　during　the　19861zu−Oshima　eruption ．

日　　　 時

（Date ）

　　噴　火　 の 　経 　緯

（Sequence　of　the　eruption ）

テ 　 フ 　 ラ 　名
（Tephra　name ）

1986 年
1正月 21 日 17時 45分

Nov ．21
，
17：45

11月 21 日 18時頃
Nov ．21，　 ca 　18：00
11 月 21 日 18時 58 分
Nov ．21， 18：58
11月 21 日 19時 20分頃

Nov ．21，　ca 　19：20
11月 21 日 19時 25分
Nov ．21

，
19；25

11 月 21 日 19時 35分

Nov ．21，19：35

11月 21 日 21 時頃

Nov ．21
，
　ca 　21：00

11 月 21 日 24 時頃

Nov ．　21，　ca 　24：00

外輪 山斜面 lc　C 火 口群 南部 （C2 −C3 付近）が開 口 ，噴煙 上 が り， 溶

岩噴泉活動 始 ま る．15分位 で C1−C6 に 広 が り，　 flre　curtain を な

す．

C2 −C3　 craters 　opened 　on 　the　 somma 　slope 。　 Fire　curtain 　ex −

tended 　 to　Cl−−C6　 within 　 15　min ．

C6 火 口 よ り溶岩流 （LCI ）流下始 め る．

Lava 　fiow （LC 　I｝from　C6　started 　to　go　down 　the　slope ．

C7−Cl1 火 口 開 く，活発 な溶岩 噴泉 ，

C7 −Cll 　craters 　opened ，　issuing　active 　fountains．

C 火 口 群噴火最盛期 ．

Climax　of 　the　 C　 fissure　 eruption ．

C1 −C6 火 口 突然溶 岩噴泉活動 停止．

Lava 　fountains　from　 C1−C6 　ceased 　 abruptly ．

C9 ，
　C11 の み 活動 ，　 C9 か ら 小 規模溶 岩流 （LCH ）流下．

Only　Cg　and 　Cll　were 　active ．　 Lava 　flow（LC 　II）emitted 　from

C9 ，

C 火 口 群 の 活動 ほ ぼ終了 ．

Eruptions　from　the　C 　fissures　ceased ．

LCI ほ ぼ 止 ま る．

LCI 　 came 　 almost 　to 　 a　 stoP ．

TC ・1

TC ・2 （？）

TC ・3

Sch：ncLIC　
　 　 　 〔

　 m

証

邸 1旧 5h 固 1：

〔nsh 　fall　 r1 。nn 　a二CESS 。「戸 1
齟゚

玉「こ【』 ：

ertU 　scorld 　fdl
「
　
−
lclu

零／・tg 　b［「1⊃ 

… 1

Fig．6，　 Typical 　columnar 　section 　show −

　　　 ing　the　tephra 　sequences 　observed

　　　 on 　Nov ．　22，　1986，　0n 　the　road

　　　（Loc ．27　in　Fig．1）along 　the 　 east −

　　　 ern 　coast 　of 　the 　Island （symbol 　as

　　　 in　Fig ．5）．

煙 か ら灰 白色 の 火山 灰 が降下 し て い る の が確認 され て

い る （大 島　治 氏 の 談 話 に よ る）． こ の 火山灰 は 非常

に 細 粒 な もの で ，
22 日午後ま で 東海 岸 で も降下 して

い る の が確認 され た ．23 日 に は 各火 口 とも静穏 とな

り小 規模 な 噴気が観察 され て い る．しか し，LBII と

名付け られ た レ オ モ ル フ
ィ ッ

ク 溶 岩流 （Rheomorphic

lava　flow ： 千葉 ほ か ，
1988）が ，

12 時以前 に B7 火

卩 脇 の ス コ リ ア 丘 の 束斜面 を 突 き破 り，12 時過 ぎに

は 北北東方向 へ 流下す る の が 確認 さ れ て い る （小 坂 丈

予氏談話 に よ る）．

　 テ フ ラの 層序と分布

　 1986 年噴火 の テ フ ラ に つ い て は ，多数 の 地 点 で ピ

ッ トを掘 り， そ の 層序を検討 した ．本 来 B 火 口 群 に 由

来す る テ フ ラ の 層序 は Bl〜B8 の 火 口 毎に 分け られ る

べ き もの である が，溶岩噴泉 の 推移 に 伴 ない 各火 口 と

もほ ぼ共通 し た特徴を 持つ テ フ ラ を 放 出 し て い る た め ，

B 火 口 群全体 に 共通 な層序区分を行 っ た．

　B 火 口 に 由来す る テ フ ラ の 層序 は TB −1〜TB −6 の

6 層｝こ 分け ら れ た （遠藤ほ か ，1987b）．そ の 噴火 との

関連 を Table 　2 に 示 す．そ れ ら の 層位関係 は ，11 月

22 日 に 東海岸周遊道路 上 で 行 われ た 噴出物調 査 で得

られた標準層序 （Fig ．6） お よび ，
12 月 3 日以後 の

調査 に よ る B 割れ 目火 口 か ら東 に 約 lkm 離れ た 北 北

西
一
南南東 に 走 る 線 上 で の 標準層序 （Fig．7）に 基 づ く，

各断面 の 最下部に は A 火 口 に 由来す る TA −1，−2，−3

の Pele’s　 hair を含む火 山灰層が認め ら れ る． こ れ を

覆 っ て ，B 火 口 に 由来す る ス コ リ ア や火 山灰層が厚 く

認め られ る ．

　 TB ・1 は ，　 B 火 口 群 の 最初 の 噴出物で ，比較的細粒

な 黒 色 ス コ リ ア か ら な り，一
般 に 旧 地 表 を 薄 く覆 う
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TA ・1　・v3 の ス コ リ ア 層 を 厚さ数 cm 〜数 10cm で 覆

い ，粗粒 で 厚 い 赤褐色 ス コ リ ア 層 （TB −2）に覆わ れ る，

筆者 らは噴火開始時に B 火 口 群 の 北 西 側 カ ル デ ラ 内 で

調査 中 で あ っ た た め ，Loc，25 （Fig．1）で ，16 時 20〜

25 分頃 ， 落下 し始 め た 比較的細粒 で 発泡 の よ い ス コ

リ ア を 採取 した ．こ の ス コ リ ア の 化学組 成 は，後述 の

よ うに SiO257 　wt ％ を 示 した．後 の 調査 で こ の ス コ

リア が TB ・1 に 当 た る こ と が判明 し た ． こ の 間地表付

近 に は 東 か ら西 に 回 り込む 風が吹い て お り，
TB −1 は こ

の 風 の た め に 西 側 に 張 り出 して 分布す る （Fig．8・a ）．

こ の 反時計 回 りの 東風 1よ噴火開始 後 20〜30 分 で ， 西

風 に変わ っ た こ と か ら，溶岩噴泉 の 上 昇 に 関連 して 発

生 し た 局地 風 の 可能性が強 い 、 こ の 風 の 影響 で ，
B8

火 口 の 西 側 （Loc．　 26） で は TB −1 が厚 く，こ れ を覆

うス コ リ ァ 層 は TB ・1 よ りず っ と薄 くな っ て い る．一

方，B 火 口 群 の 東側 で は TB −2 は 極め て 厚 い の に 対 し，

TB ・1 は 薄 くB 火 口 群 か ら 1km 以遠 に は ほ とん ど到

達 し て い な い ． こ の よ う に TB −1 は，東風 が 吹 い て い

た ， 溶岩噴泉が急に著 し くな る ま で の ， 噴火開始 後

25〜30 分間の 噴出物と 推定 され る，B 火 口 群 の 北東

側 で も TB 。1 は 厚 く認 め られ る （B8 火 冂 の 東 05km

で 最大 40cm ）が ，こ こ で は や や 粗粒な黒 色 ス コ リ ア

とな っ て お り， TB ・1 末期 の もの と 思 わ れ る （そ の SIO ，

含有量 は 約 55wt ％）．

　TB ・2 は B 火 口 群 の 噴 出物 の 主体を占 め る赤黒 色 ス

コ リ ア 層で ， 中下部 に 粗粒 ス コ リア ・火山弾の 集中す

る 層準があ り，TB −2 の 厚さ が 2m を 越すと しば しぼ

接点で 弱溶結す る ほ か ，上 部 に も粗大 な火山弾 を 含む，

こ れ は B3 〜B8 火 口 か らの 著 し い 溶 岩 噴 泉 か らも

た ら さ れ た もの で ，と G こ 17 時頃 か ら 19 時頃 の 最

盛期 に 速 い 速度 で 集積 し た．B 火 口 群 の 北部 （B8）か

ら低 い 角度 で 噴泉 が 北東 へ 飛 び 落下 して い る の が ビデ

オ等に 捕 え られ て い る が ， 粗大 な 発泡 し た 火 山弾 が

B8 火 口 の 北東 に 著 し く多 い の は こ の た め で あ る． こ

うした 粗粒な火山弾 ・ス パ
ッ タ

ー ・ス コ リ ア は B 火 口

列 の 主 とし て 東側 に 集積 し て ，最大層厚 40〜50m の

火砕 丘 （ス パ
ッ fi　一ラ ン パ ー

ト） と，そ の 北東 に 仲 び

る Pt・一一ブを 形成 した ．後述す る よ うに ，　 B3〜B6 火 口

の 東側 に 落下 した ス パ
ッ

タ ー ・ ス コ リ ア は ア グ ル テ a

ネイ ト化 し ， 急 斜面 で あ る た め 北東方 向へ 流下 し LBI

と な っ た．B7
，
　 B8 火 口 か ら 北西 に は 同様 に 火砕 丘 の

断片を乗 せ て LB 　IIIが流下 し た ，一
方，上空 に 吹き

上 げ られ た ス コ リア は 上 層 の 強 い 西 風 に よ っ て 東方 に

遠 方ま で 運搬 さ れ ， 東に 長 く伸 び る 巨
一ブ を形成 し た

（Fig．8−b）．気象観測衛星 「ひ ま わ り」 の 11 月 21 日

18 時 の 赤外画豫 で は ，極 め て 明瞭な 噴煙が 真 っ 直 ぐ

東方 に 約 200km 伸 び て い る．同 21 時 の 画豫 で は

東〜東南東に 500km ほ ど伸び て い る が 輝度 は 低 く広

が りの 狭い 噴煙と な っ て お り ， 既 に噴火が衰えた こ と

を 示 し て い る （豊 田 ほ か ，1986）．21 時 の 高層気象 デ

ータ に よ る と，秒速 88m と い う非常 に 高速 の ジ ェ ッ

ト気流 が 丁 度大島上空，高度 11000〜12000 を東方へ

向 っ て い た．噴煙 は こ の 高度に 到達 し，ジ ェッ ト気流

に 乗 っ て 東へ 運搬 さ れ た （遠藤 ほ か ，1987c ）．富士 山

レ ーダ ーに ょ り 18 時に高さ 10〜21km の 噴煙が捉

え られ て い る が，富士 山 測 候 所 の 目視観 測 で も，16時

40 分 に は 圏界面 に 達 した と推定 され て い る （気 象庁

地 震火 山 部，1987）．

　TB −3 は 黒色火山灰層で ，砂粒大 の 火山灰 に 細粒 ス

コ リ ア を 混 じ え，類質物質 の 赤色 細粒 ス コ リ ア を か な

り含 ん で い る．TB −3 を 噴出 した 火 口 を 決定す る 直接

的証拠は な い が，以下 の 点 か ら，主 に B2 火 口 ，一
部

Bl 火 口 と推定 し た．　 TB ・3 は B1
，
　B2

，
　B3 火 口 付近，

特 に B2 火 口 付近 で 厚 くな る こ と （Fig ．8−c ； 同 図 に

は B6
，
　 B7 火 口 近傍 で 認 め られ た 火山灰質岩片 ・ス コ

リ ア 層 を含め て い る が ，こ れ らの 地点 を 除 くと B2 付

近 に 中心 が見え て くる．し た が っ て 火 山灰 質岩片 ・ス

コ リ ア 層 は 火 口 を 異 に す る 可 能性 が 強 い ）．B2 火 口 の

壁面 に は 以前 の 噴火 に よ る成層 した火 山灰層が厚 く露

出 し ，円筒型の 形態を もつ B2 火 口 か ら相当量 の 類質

物質が失 わ れ た こ と，B2 火 口 か ら溶岩噴泉が上 が っ

た 証拠が火 口 周辺 に 認 め られな い こ とな ど，B2 火 口

は B1 火 口 と と もに ，マ グ マ 頭位が 低下 し，他 の 火 口

の 口 が fall　back や drain　back の 物質や ア グ ル テ ィ ネ

イ ト化 に よ っ て 流 動 し始 め た 溶岩流 で ふ さ が れ た 後1こ ，

主 と し て ガ ス の 出 口 と して 割れ 目の 最上 部 に 形成 され

た も の と 考 え る の が 妥当 と 思わ れ る．B 火 口 列 の 溶岩

噴泉 が 下火 1，e な っ た 後で観察さ れ た 黒煙が こ れ に相当

する も の で あろ う．ほ ぼ東方 に 伸び る 分布を 示すが

（Fig．8・c）， 類 質細粒 ス コ リ ア に 富むな ど ， 類似 した

性質 を示 す火 山 灰 が房総半島に降下 し て い る こ とか ら t

洋上 で北東方向 へ 流 され た もの と推定 され る．気象観

測衛星 「ノ ア 」 の 11 月 22 日午前 3 時 42 分 の 画縁

で は ，噴煙 が 房総半 島 の 南岸沖を迂 回す る よ うに 流 れ

銚 子沖 ま で 達 し て い る （豊 田 ほ か ，1986）．以上 の 様 に

本層は ，マ グ マ 頭位 の 低下に 伴な う噴火 の衰退期の，

主 と して B2 火 口 に 由来す る 噴出物 と思われ る．

　TB ・4
，
　 TB ・5 は発泡 の よい ，小規模 な 灰 色 ス コ リア
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層 で ， LB 　I の 周囲 で 地表｝こ薄層 をなす （TB −4）， ある

い は 散 在す る （TB −5）．それ らの 分布範囲 を Fig．8−d

に 示す．TB ・4 の ス コ リア は 細 粒で ，銀 灰色 を 呈す る ．

TB −5 は 比 較 的粗粒 な 皿 状 ・薄片状 の 形態を特徴的 に

示す ス コ リア で，TB ・4 を散在的に覆 う．噴火末期 に

マ グ マ が絞 り出 され た も の であろ う．

　TB ・6 は 灰 白色細粒火 山 灰 で ，11 月 22 日 の 早朝 か

ら，B3 火 口 よ り東方へ ほ ぼ LBI の 南縁に 沿 っ て 垂

れ込 め る よ うに 噴 出す る の が確認さ れ た 灰 自色 の 噴煙

に 由来 す る．ほ ぼ こ の 1 日 を掛け て ，静 か に 降 り積 も

っ た もの で ，22 日午後に 東海岸周遊道路沿 い に 噴出

物調 査 を 行 っ た総合観測班噴出物 グル ープ に よ っ て ，

白色細粒火山灰 が 降下 し つ つ あ り， 最表層 に 極 め て 薄

い 層 を形成す る の が確認 され た ．周遊道路沿い で は 黒

崎方面 に 比較的厚 く認め られ た の で ，運搬過程 で 南 よ

りに 拡散さ れ た もの と思わ れ る．しか し，極 め て 細粒

で 軽 く，表層 を 極 く薄 く覆 っ た だ け で あ っ た た め ， 降

雨 や風 に よ っ て 洗 い 流 され ，詳細 な分布は 不明 と な っ

た ，しか し，後 の 調査に よ り，
B3 火 口 の 内壁 に 厚 く

こ び り付 く よ うに 認 め られ た こ と，B3 火 口 か ら 2km

以内 の 部分で ぱ ，雨 や 風 で 洗 い 流 された細粒火山灰 が

表層 の 火 山 弾 や ス コ リ ア の 下面や側面 に 付着 し て い た

り，そ の 風影 に 吹寄 せ られ て い る の が 確認 され た こ と ，

22 日 ま で の 表層 の 状態を 映 豫と して 捉 え た 11 月 23

日午前国際航業撮影の 空 中写真に 灰 自色火山灰 の降灰

範囲 が 明瞭 に 示 さ れ る こ とな ど か ら，Fig．8・d の よ う

な降灰分布図 が 作 成 され た 。そ の 構成物 を鏡下 で 見 る

と，他 の 噴出物 と 異 な り，殆 ど岩片 の 粉末か ら な り，

本質物質を 殆 ど含 まな い ．マ グ
ー
“ 頭位 が 十分 に 低下 し

た 終末的段階で の 噴出物で あ る．

　2）　 C 火 ロ群

　 B 火 口 群 の 溶 岩噴泉 が 続 く同 口 17 時 45 分頃 ，突

然 C 火 口 群南部 が 開 口 した （Table 　3）．　 C2
，
　C3 付近

か ら噴煙 が 立 ち 登 っ た 後，溶岩噴泉活動が始 ま っ た ．

5 分位 の 内に C1〜C6 火 口 が開 き，　 fire　curtain をな

した ，18 時頃 C6 火 口 よ り溶岩流 （LCI ）が流下 し始

め た ，LCI は勢 い よ く沢沿い に 下 っ た が ，19 時頃標

高 170m 付近に達 し，速度を 落 した ．18 時 58 分 ，

C8 〜C11 火 口 が開 口 し ， 活発 な 溶岩噴泉を 上げ始 め

た．19 時 20 分頃 が C 火 口 群 の 噴火最盛期 で，各火

口 が 噴泉を噴 ぎ上 げた ．19 時 25 分 に C1 〜C7 火 口

は 突然活動を中止 し た．19 時 35 分に は C 火 口 群の

活勁 は 北部 の C9 と C11 に 限定 され ，　 C9 か ら は 小

規模 な溶岩流が流下 した （LC 　II）．21 時頃 C 火 口 群 の

c 「no
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碾

譲TC −1

Fig ．9．　 Columnar 　sections 　showing 　the　tephra

　　　sequences 　produced 　by 且ssure 　eruptions

　　　fro皿 the　C　craters （symbol 　as　in　Fig．7；

　 　　localities　shown 　in　Fig．1）．

活動 は ほ ぼ終 了 し た ．

　C 火 口 群 の テ フ ラ は C2 ，
　C3 火 口 の 周 辺 で TC −1〜

TC −3 の 3 層 に 分け られ る （Fig．9）．　TC −1 は発泡の

よ い ス コ リ ア 層 ，
TC −2 は黒色火 山灰層 で ，

　 TG3 は

再 び発泡の よ い ス コ リ ア 層 で あ る．TC −1，TC −3 は C2

火 口 の 周囲 で厚 く，主 と して C2 火 口 に 由来する も の

と 思 わ れ る．C3 火 冂 の 周 囲 に は こ の TC −2 の 黒 色火

山灰層が見 られ るが ， C3 火 口 を離れ る と見 られ な く

な る こ と，C3 火 口 の 火 口 壁 に は 旧地表面下 に 厚い 黒

色火山灰層が 見 られ る こ とか ら，TC ・2 は 主 と し て こ

の 火 山 灰 層 に 由 来す る 類質火 山灰層と考え ら れ る．

　 こ れ ら の テ フ ラ の 噴 出 とC 火 口 の 噴火 の 経緯 と の 関

係 や ，C1 〜C3 火 口 以外 の C 火 口 群 の テ フ ラ に つ い て

は さらに 検討 す る必 要があ る．

　V． 割れ 目噴火の特徴一B 火 ロ 群
一

　割れ 日噴火 の うち ，C 火 口 群 の 活動 に つ い て は 千葉

（1988） の 記載がある の で ，こ こ で は B 火 口 群 に し ぼ

っ て そ の 特徴 を 述 べ る．

　1） B 火ロ群の 溶岩 噴泉と火砕丘 ， ルー
トレ ス 溶岩

　 　　流

　TB ・2 ス コ リア 層 の 分布 を 等層厚線図 で 見 る と ， 害ll

れ 目 火 口 の 方向 とは直交方向に 北東 へ 舌状 に 張 り出す

ロ
ーブ と，割れ 目火 口 全体 か ら東 方 へ 遠方 ま で伸び る

P 一ブ との 合成 で ある こ と を既 に述べ た．Fig．10 は

新旧地形図 の 比較に よ り，1986 年噴火堆積物 の 層厚

分布を 求 め た 長 岡 （1987） の 火砕 丘 部 の デ ータ に，筆

者 ら の テ フ ラ 層厚データ を 加 え て 作成 し た ，B 火 口 群

周辺 の 1986 年噴出物 の 層厚分布図 で あ る．溶岩流

LB 　1，　 LB 　IIIの 部分 は ， 溶岩 の 厚 さ に 関わ D な く，そ

の 周囲 の 降下物 の 層厚値か ら等層厚線 を 推定 し破線 で
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Fig．10．　 Isopach　map 　of 　pyroclasts（nearly 　equal 　to　TB ・2）formed　by　lava　fountains　from　the　B

　　　craters 　in　the　proximal　area ，　including　the　pyroclastic　cones （unit ： m ）・

示 し た．LBI
，
　LBIII の 間 に 最大層厚 40m を 越 え る

巨大な 火砕 丘 が形成 さ れ て い る ．火砕丘 や等層厚線 の

伸び の 方向か ら ， 北西 ・南東に 伸び る B 火 口 群 と直交

す る北東方 向 に 主 と して ス コ リ ア が集積 し た こ と が 解

る．前述 の ，B8 火 口 付近 か ら北東 へ 斜 め に 勢 い よ く

噴出する火 口 は ，北 よ りの 大 きな 火砕丘 の 形成 ｝こ寄 ケ

した と思 わ れ る．

　噴泉列北部 ・南部 の 噴出物 も
一

次的 に は 同様 に 堆積

した が，大 きな集積速度 （20cm ！min ） と 地 表面 の 勾

配 に よ り，
ル ート レ ス 溶岩流 （reotless 　Iava　flow）と

し て ，B3 ，　B4 ，　B5 火 口 付近 か らは 北東へ 溶岩流 LBI

が，B8 火 口 付近 か ら北〜北西 へ 溶岩流 LB 　III が流

下 した ．す な わ ち ，
LBI の 場 合，　 B3

，
　 B4

，
　 B5 の 溶

岩噴泉か ら落下 し た 火砕物が急速 に 累積，ア グ ル テ ィ

ネ イ ト化 し，急斜す る 北東方 向 へ 流動 し，ル ー ト レ ス

溶岩流，ある い は ， Clastogenic　lava　flow （CAs　and

WRIGHT
，
1987）とな っ た と考え ら れ る ．　 LB 　III も B8

付近 か ら同様 に 斜面方向 の 北 へ 流下 し，カ ル デ ラ縁下

の 地形的高 ま りに ぶ つ か っ て さ ら に 北東 へ 広 が っ た も

の と 思わ れ る．早川 （1987） は こ れ らの 溶 岩流 は割れ

目か ら温れ出 た と考 え て い るが ，11 月 21 日 の ビ デ オ

に は ス パ
ッ タ ーが割れ 目 火 口 付近 に 次 々 と落下 し，そ

こ か ら溶岩流 が 流下す る 様子 が 捉 え ら れ る が ，溶岩流

が温れ出 る 様子 は 認 め ら れな い こ と，ま た 次 の 様 な観

察結果か ら，早川 （1987） の 考 え は 遥 当 で な い と考 え

る．LB 　I
，
　 LB 　IIIが ル ー

ト レ ス 溶岩流 で あ ると考 える

物質的証拠 と し て ，  表面 は 赤褐色を呈 し，ブ ロ
ッ ク

に 富む，火砕丘 の 破片 を 多 く乗 せ て い る．  溶結単位

（レ ン ズ ・層状 ・塊状）が識別可能．  強溶結部に ス

コ リ ア 組織を残す．  水 平方 向 に つ ぶ れ た 泡 を 多 く含

む．  明瞭 な 再溶融部 が あ る ，  LB ・III と 火砕丘 の

問 に は 火砕 丘 下 部が流勁化 し上部 の 火砕 丘 の ブ ロ
ッ ク

を 乗せ て 移動し た 中間的な部分 が 認 め られ る．また 闘

連事項 と して ，  流下時を 通 じ て 溶岩噴泉 が 継続 した ．

  最盛期に は集積速度 270mm ！min を越 えた 可能性

が あ る，  隣接す る 火砕丘 に LB 　I
，
　LB 　III側に 滑落

し た こ と を 示 す 滑落崖 を 生 じさせ て い る．  LBI で

は 斜面 が北東 向ぎに 急 で あ っ た た め ，北東に 流下 し た．

LB 　III に つ い て も，　 B7
，
　B8 間 に 北向 きの 斜面が あ っ

た な どが 挙げられ る．露頭 で の 産状や地 形学的検 討な

どの 詳細 は ， 千葉ほ か （1988）に 述 ぺ られ て い るの で ，

こ こ で は 項 目 を 挙げ る に とどめ る．

　 LB 　I
，
　 LB 　III の 溶岩流 は それぞれ 860

，
1160 万 t に

達 し，こ の 二 つ の 溶岩流に 挾まれ た 火砕丘 の 960万 t

とほ ぼ同様 の 規模 を示す．LB 　1
，
　LB 　IIIが溶岩流 とな

らず に 火 砕 丘 が で ぎた と仮定す る と，B3 〜B8 か ら ほ
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ぼ均等に 東方 ヘ ス コ リア が 集積 した こ とに な る，す な

わち火 の カ ーテ ン を な し て 高 く立 ち 昇 っ た 溶 岩噴泉 か

ら低 く落下 した もの が 火砕丘 と溶岩流を ， 噴泉か ら さ

らに 高 く上 が り，西風 に よ っ て 運搬 され た も の が 東方

へ 伸び る ロ
ーブ を形成 し た と考 え る の が 合理 的 で あ る．

火砕丘南部 か ら は，後述 す る よ うに LB 　II が 流下 し

た ほ か ，火砕丘 北部 もやや北東方向 へ た わむ よ うに 変

形 し た が ，噴 火 中 ｝こ ル ー ト レ ス 溶 岩 流 を 発生 させ な か

っ た 要 因 と し て ，地 形が比較的緩傾斜，B8 の 斜 め 噴

泉 の 存在 （粗大な ス パ
ッ タ

ー
を比較的遠方 へ 運搬 し た ）

な どが挙げ られ よ う．

　 火砕 丘 部 で の ス コ リ ア の 最大 の 厚 さは 約 45m で ，

ほ ぼ 4 時間の 内に 堆積 し た と考 え られ る． こ れ は平

均 188皿 m ！min に 相当 し，最大集積速度 が Tarawera

1886 年噴火や Askia　1875 年噴火 （O．2　km3）の 溶結

開始速度　250　mmi
’

min （VVALKER 　et 　al ．
，
1984；SpARKs

et 　 al ．
，
1981）を 上 回 っ た 可能性 は高い ．すな わ ち 最盛

期 を 2 時間半 とす る と，267mm ！min とな る．

　2） 噴火様式と見掛け密度 ， 粒度 ， 噴 出量 の時間変

　　　化

　1986 年 噴火 の テ フ ラ の うち ， 等層厚線図を作成 し ，

粒度分析を 行 っ た も の （粒度分析結果 の
一

部 を Fig．

12 に 示す） に つ い て ， FID 図 に プ ロ
ッ ］

・
し，こ れ ら

が 同 図 の ど の 噴火様式 の 領域 に あた る か を 検討 した
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　　　mod ｝血ed 誼 er　WALKER （1973 ，
1980）and 　WRIGHT 　et　al ，（1980）．　 In　comparison

，
　Asama 　1983

　　　eruption ，　Fuji　1707　eruption （Hoei・Hola），
　Usu 　1977　eruption 　and 　Miyakejimal983　eruption

　　　are 　plotted （ENDO 　et　al．
，
1986）．
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〔Fig．11）， そ の結果，　 TB −1
，
　TB −2 は サ ブ プ リ ニ ー式

噴 火 の 領域 に プ ロ
ッ ト され た ．さ らに TB 。3 は ス ル ツ

ェ イ 式噴 火 の 領域 に プ ロ
ッ ト され た が ，こ れ は 実際 に

は ス ル ツ ェ イ式噴火 で は な く，噴火末期 の 類質物質 に

富む火 山灰 で ，マ グ マ 頭位が低下 し た段階で の ガ ス の

噴き上 げ に よ っ て 形 成 され た 噴煙柱 に 由来す る もの で

ある．こ の 点は 同図が細粒火山灰 の 識別 ｝こ 問題を含む

（遠藤ほ か ，1986）こ とと関連する もの で あろ う．TB 。

5〜6 に つ い て は F，D 値を得る こ と は 困難で ある が，

さ ら に TB −4
，
5 の 小規模な マ グ マ の 絞 り出 し （恐 ら く

と もに ス ト ロ ソ ボ リ式噴火）を挾 ん で ， 最後に ，
TB ・6 の

極細粒 な火山灰 が TB −3 と同様 な噴煙柱 か らもた らさ

れ た ．こ う した 噴火様式の 推移 と見掛け密度 ， 粒度 ，

化 学 組成 の 変 化 と の 関連 を Fig ，11〜13 に 示 す．な

お 化学組成 に つ い て は ，A 火 口 の 噴出物 は 例外な く，

SiO252〜53　wt ％ の 値 を 示す の に 対 し，　 B 火 口 群 の
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　　　erupted 　from　A 　and 　B 　craters 　during　the　1986　eruption （localities　shown 　in　Fig ．1）；a ．　Loc ．

　　　19composite　method ，　b．　Loc．24　grain　by　grain　method
，
　c ．　Loc ．10　grain　by　graiロ method ，

　　　d．Loc．26　grain　by　grain　method ；error 　bar　of 　chernical 　composition 　shown 　in　each 　 dia−
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噴出物 の 多 くは SiO254 　wt ％ を示す こ とが既 に 明 ら

さ に さ れ て い る （荒牧 ・藤井，1987；藤井 ほ か ， 1987；

大 島火山噴 火対策特別 チ
ーム ，1987）．こ こ で は ，

A お

よ び B 火 口 群 の 降下 ス コ リ ア の 化学紐 成 （SiOz　wt ％）

の 時間的変化 に 着 目 し て み よ う．な お 全岩 化学組 成 の

分析 に は東京大学地 震研究所荒牧研究室の XRF を 用

い た ．

　三 宅島 1983 年噴火 で は 各火 口 群 とも比較的細粒 で

発泡 の よ い ス コ リ ア が は じめ に 放 出 さ れ ，そ の 後発泡

は 悪 くな っ て い き， 休 止期を挾ん で 再 び同 じ過程が繰

り返 さ れ た （遠藤ほ か ，1984）．伊 豆 大 島 1986 年噴 火

1こ お い て も，A 火 口，　 B 火 口 ともほ ぼ同様 ほ 傾 向が 認

め られ た （Fig，13＞．　 A 火 口 で は ，は じめ に 粘性 の 低

い マ グ マ か ら Pele’s　hair に 富む 火山灰 と発泡 の よ い

ス コ リ ア が 放 出 され た が ，墳出速度が低下 する に つ れ ，

や や 見掛 け密度 の 高 い ス コ リア が放出さ れ る よ うに な

っ た． こ れ と並行 し て 溶岩噴泉 の 性質 も粘性 の やや 高

い パ ブ ル 型噴泉に 変わ っ て い っ た ．噴火 が一
時的 に 下

火 に な っ た後，11 月 21 日 に 噴火 は 再 び 活発 化す る と，

ス コ リ ア の発泡は やや よ くな り，そ の 後再 び 発泡 は 悪

くな っ て い っ た． し か し ，
Sio2　 wt ％ を見 る とほ とん

ど一
様 で あ っ た．た だ し TA −5 と TA −6 に 挾ま れ る

再堆積 の 層準 （Fig．13
，
　Loc．19

， 上 か ら 2 層 目）は ，

TA の 傾 向 か ら外 れ る 結果を示 した ，

　 B 火 口 群 の テ フ ラ に つ い て も，や や ぱ ら つ きが大 ぎ

い が，TB −1 で 比較的発泡 が よい 傾向が示 される．一

方，化学組成 （Sio2　wt ％）の 変化をみ ると，よ り明瞭

な 傾向が読み 取れ る，B 火 口 群 の 開 口 か ら約 10 分 後

に 割れ 目火 口 西 側 （Loc ．1） で 採取 され た ス コ リ ア は

SiO257 　wt ％ で あ っ た が ， そ の 近 く の Loc ．26 で も

厚さ 約 15cm の TB ・1 は SiO2575 　wt ％ を 示 した ．

Loc ．24 （割れ 目火 口 東 側，　 LB −II の 周辺） で 採取 さ

れた TB ・1 は SiO257 　wt ％， 上部で 55　wt ％ を 示 す．

一方，Loc ．10 の TB −1 は SiO255　wt ％ で あ る，こ

れ ｝ま，B 火 口 群北部で は ， 57　wt ％ を示す TB ・1 ス コ

リ ア は 前述 の 東 風 で 西 側に堆積し，東 風 の 衰 え た TB −

1 の 後期に Sio255　wt ％ の ス ゴ リ ア が火 口 群 の 東側

に 堆積 し た こ とを 示唆す る ．こ れ に 対 し て ，噴火最盛

期 に あ た る TB −2 お よ び そ れ 以後 の テ フ ラ は 殆 ん ど

Sio254 〜54．5wt ％ と
一

定 な値 を 示 す．

　 以上 の よ うに ，B 火 口 群か らの テ フ ラ は ， 粒度 ， 発

泡 の 度合 い な どの 物理的性質 ととも に 化学組成 の 上 で

もそれ ぞれ特徴を示 した ．

　3）　 LBII 溶岩流 の 流下

　11 月 23 日 に な っ て ，B7 火 口 の 脇 の 火砕丘 を破 っ

て ，LB 　II 溶岩流 が 流下 した ， こ の 溶岩流 は 火 砕丘 部

に 堆積 した 火砕物が，急速 に累積 した 噴出物 の 下 で 圧

密され，溶結 し，最後 に 火砕 丘 を突 き破 っ て，押 し出

され た レ オ モ ル フ
ィ ッ ク溶岩流 で ある，こ の 化学組成

は ，SiO257wt ％ と 均 質で ，同 じ火 口 群 か ら噴出 した

LBI や LB 　III の 溶岩流や各 ス コ リ ア 層 の 平均的組成，

Sio254 　wt ％ と非常 に 異 な る ，こ の よ うな LB 　II の

特性 は ，最初期 に 噴出 した TB −1 ス コ リア の 化学組成

と 部分的 に 対 応す る こ とか ら， TB −1 ス コ リ ア の 溶結

に 由米す る 可能性が強 い ・

　 LB 　II ｝こ 関 わ る 諸量 は ，　 LB 　II の 重量 ： 16 万 t，　 TB ・

1 の 重量 ： 80 万 t
，
LB 　II が流出 した 火砕丘 の 重量 ：

400 万 t で あ る か ら，LB 　II が TB ・1 に よ っ て 賄 わ れ

た とす る と，TB −1 の 噴出総量 の 5 分 の 1 が 使われ た

こ と に な る ，た だ し，TB ・1 の 全 て が Sio257 　wt ％

と は い え ず，そ の 末＃n　
’

tat 　 55　wt ％ を 示す可能 性 が

強 い ． LB 　II が 火砕 丘 部 の 下 半部全 体か ら，　 Super

heatingに よ っ て 部分的に 集め られ た も の とす る と，

下半部 の 8％ を 使 っ た こ とに な る．

　 以 上 か ら LB 　II の 成 因を検 討す る と ，
　 B 火 口 群 の

噴火初期 （TB −1 の 時期） に ，割れ 目火 口 か ら噴 き上

げ た 溶岩噴泉 か ら火 口 周 囲 に 累積 し た． SiO2 に 比較

的富 む （57wt ％）ス コ リ ア が，噴泉最盛期 の 高温 の ス

コ リ ア ・火山弾に 素早 く厚 く覆わ れ ， 火砕丘 の 下 で 荷

重 を受け溶結 し，2 日後に 火砕丘 の 側斜面上方 を突 ぎ

上 げる よ うに 破 り，流下 した も の と 考え られ る．

　VI ． 噴出量 と噴 出速度

　噴出量の 見積 り

　伊豆大 島 1986〜1987 年噴火 に よ る溶岩 ・火砕物 の

噴 出量を 次 の 手順 で 見積 っ た ．そ の 結果は Table　4

に 示 す ．

　【A 火 口 】　三 原山中央 火孔 を埋 め る溶岩 ： 旧火 口 部

の 標高 450m か ら 690m まで を 等高線毎 の 板 の 積 み

重 ね と して 積 算 し た．溶 岩湖を温 れ 出た 山頂 平坦 部 の

溶岩流 ： 溶岩流頂面 を 最 高 690m と して 噴 火前地形

図 よ り厚 さを求 め た （時 間毎 の 分布面積 は 現地作成分

布 図 に よ る ）．三 原 山 斜面 か ら カ ル デ ラ 床 に 流 下 した

溶岩流 ： 分布面積は 現地 作成 分布 図を空中写真 で 補正

し た （厚さ は 現地 で の 見積 り），11 月 15 日〜11 月

17 日降下 火山灰 【TA −1〜TA ・21：単位面積重量実測 に

よ る．A 火 口 南西 方に軸を 持つ 降下 ス コ リア ： 等層厚

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Volcanological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

▽ oloanologioal 　Sooiety 　of 　Japan

テ フ ロ ク ロ ノ ロ ジ
ー

の 手法に基づ く 1986〜1987 年伊豆大 島噴火 の 経緯 と噴出物 の 特 微 S49

Table　4．　 Estimation　of　the　total　volume 　and 　weight 　of　the　erupIive 　products　of　the　19861zu ・

　　　 Oshima 　Eruption．

体 積 （Volume ） 重　量 （Weight ＞

山 頂 噴 火 （Summit 　Eruption： Crater　A ）

　溶 岩 湖 ： 旧 火 口 埋 積部 （Lava 　lake）

　溶 岩 流 ： 盗 流 部 （Lava 　fiow）
　 ス コ リア 丘 （Scoria　 cone ）

　 テ フ ラ （Tephra ； distal）

　テ　 フ 　 ラ （Tephra ： proxima］）

　A 　（合言十　（A 　Total ）

0．0111km3
0．0023kmS
O．0020km3
0．　OOO3 　km3

0．0021km3
0．0178　kmS

2780× 104ton
475× 10‘ ton

100× IO4　ton
　 9 × IO4　ton

　 63 × IO4　ton
3409× IO4　ton

割れ 目噴火 （Fissure　Eruptions： Craters　B＞
　溶 岩 流 （Lava 　fiows： LB 　I

，
　LB 　III）

　 　 LBI
　 　 LBII
　 　 LB 　III

　 ス コ リ ア 丘 （Scoria　 cone ）

　 テ フ ラ （Tephra ： TB −1〜TB ・6）
　 　 TB −1
　 　 TB ・2

　 　 TB −3
　 　 TB ・4
　 　 TB ・5
　 　 TB ・6

　B 合計 （BTotal ）

0．elO2　km5
　 0．0043
　 0。00008
　 0．OO58

0．　0064　km3
0．0178 　kmS
　 O．00068
　 0，0161

　 0．　OOO78
　 0．　OOO19
　 0．000002
　 0．　OOOO8
0．0344km5

202036 × 104ton

　 　 　 860
　　　 16
　 　 1160
　 960× 104ton
　 1427xIO4ton
　 　 　 54．7
　 　 1288
　 　 　 62．8
　 　 　 15．1
　 　 　 　 0．1

　 　 　 　 6．2
　 4423x104　ton

割 れ 目 噴火 （Fissure　Eruptions： Cra1ers　C ）

　溶 岩 流 （Lava 　fiOWS）
　ス コ リア 丘 （Scoria　cone ）

　テ フ ラ （Tephra ）

　C 合計 （CTotaD

0．OOO2　km3
0．0002km8
0．OOO3 　kmS

O．OOO7　km3

50× 104　ton

30xIO4ton
17× 104ton

97xlO4ton

A
，
B

，
　C 総計 （A ，

　B
，
　C 　Total ） 0．0529km3 7929x104　ton

線図 ｝こ 基づ く．A 火 口 周 Mlの 火砕 丘 ； 国土地 理 院 の 噴

火前 ・ 後 の 地 形図 （長 岡，1987） の 比較 に 基 づ く。

　【B 火 口 群］　TB −1〜TB ・6： 等層厚線図 に 基 づ き，

層厚面積法 （鈴木 ，
1981）に よ る．LB 　I ・LB 　III・B

火 口 列ic沿 う火砕丘 ： 噴 火前 ・後 の 地形図 の 比etlC基
づ く長岡 （1987｝ の 値を採用 し た，な お，長岡 （1987）

は 火砕 丘 の 下 に 潜在的溶 岩流 を考 え，こ の 見積を B の

溶岩 流 に 加えた が ，筆者 らは 火砕 丘 の 内部に 潜在す る

溶岩流は仮に 存在 し て も極 め て 部分的 なもの と 考 え る

の で，長岡 （1987） の こ の 部分を火砕 丘 に 含め て 見積

も っ た．

　【C 火 口 群】　LCI ： 空 中写真に よ る 分布面積 に 推定

平均厚 さを掛 け て 求 め た ．火砕 丘 ： 噴火 前 ・後 の 地形

図 の 比較 に 基 づ く長 岡 （1987） の 値を採用 した ．テ フ

ラ ： C2 ，
　C3 火 口 付近 を 中心 とする等層厚線図 に よ る．

　以 上 の よ うに し て 求 め られ た 体積
’
tC，溶 岩 ： 溶岩湖

は 2．5， それ 以外は 2．0
，

テ フ ラ ： TA は 0．3，　TB は

05 〜O．8
， 火砕丘 ： A は 05 ， 他 は 1．5 の密度 （g！cm り

を 掛け て 噴出重量 を 求 め た ．

　噴出物 と噴 出量

　A 火 口 か ら の 噴出総量 は 3400 万 t で ，そ の うち に

占 め るテ フ ラ （火砕丘 を 含む） の 割合 は ， わ ずか 5％

に 過 ぎな い ．B 火 口 群 の 場 合，噴出総量 は 4400万 t

で ，
テ フ ラ の 占め る 割合 は 54％ に 達す る．C 火 口 群

の 場 合 に は ，噴出総量 は 100万 t ，そ の うち テ フ ラ は

48％ を 占め る．

　ま た ，伊 豆 大 島 1986 年噴火 に よ る 総噴出量 は ，

O．053　km3 ，
7900 万 t 余 りで あ る （Table 　4）．こ の 結果

は 長 岡 （1987） の 見積値 に 近 い が ，一
方，早川 （1987）

の 見積値 は 5800 万 t で ， こ れ らに 比 べ 少 い 数字と な

っ て い る，そ の 差 は 主 と して ，  A 火 口 噴出物の 見 積

りで ，筆者 らは 溶岩湖面 の 平均最咼 咼度を 690m と

し （湖面 は 火 口 側に 高 くな る ）．こ の レ ベ ル は 19 日 の

溶岩流 の カ ル デ ラ床 へ の 流下時 に も変わ ら な か っ た こ
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Fig．14．　 Changes　in　magma 　discharge　rate 　and 　cumulative 　discharge　weight 　during　the　1986　lzu−

　　　Oshima 　eruption ．

とか ら，こ の 間 に も 溶 岩湖 へ の 溶 岩 の 供給 は 継続 さ れ

た と考え られ る こ とに 基 づ ぎ，溶 岩湖を最高 レ ベ ル ま

で満た した 溶岩の 量に溶岩湖を温れ 出た 溶岩流 の 量 を

加え た ．一
方早川 （1987）は ，溶岩湖 を 満た した 標高

を 山 頂部 周 囲 で の 6835m に 取 り， こ の 後 は 補給が

絶 えて 溶岩流が盗れ 出 した と考 え ， 溶岩流 と して 流下

した 分を 計算に 含め な い ． こ れ に よ り約 500 万 t の 差

が で る．  最も大 きな差 は B 火 口 群の 噴出物 の 見積 り

で ある，筆者 らは 特殊な等層厚線を描 くB 火 口 群 の 噴

出量 を，TB −1〜TB −6 ま で の テ フ ラ と火砕 丘 とに 分解

し，それ ぞれ 別個 の 方法 で 見積 り積算 した ．一
方早 川

（ig87）は ， 火 山灰を除き，
　 B の テ フ ラ と火砕丘 を ま と

め て HAYAKAWA （1985）の 式 に よ り求 め て い る が ， こ

の よ うな 堆積物 の 見積 りに こ の 式 が 有効 で あ る か ど う

か の 検討に は触れ られ て い な い ．早川 （1987）｝こ は ，

どの よ うな テ フ ラ の 等層厚線図 に 基 づ くの か 明 らか で

な い た め ，詳 し い 検討 は で きない が ， 火砕 丘 を別個 に

見積 らな い 点に ，1000 万 t を越す差 の 出 る 原因 の
一

つ がある と推定 され る．

　平均噴 出速度

　11 月 15 日に 始 ま る 噴火 の 平均噴出速度 の 推移を

Fig ．14 に 示 す，平均噴出速度 の 見積 りは ， 11 月 17

日〜19 日 の 間 の 5 回に わ た る 山頂 で の 溶岩 ・テ フ ラ

調査 お よ び そ の 後 の カ ル デ ラ 床 で の 溶岩 ・テ フ ラ 調 査

に 基 づ く．A 火 口 の 噴火 は ， 溶岩湖の レ ベ ル
， 溢流溶

岩流の 広が り，お よ び テ フ ラ の 堆積 ・ 火砕丘 の 成長 か

ら判断す る と，17 日 夕刻 ま で は 1 時間 50 万 t 強の

速 度 で マ グ マ を 噴 出 し た が ，18 日 早 朝 に か け て 33 万

t！h ま で 噴 出速度 を低下 させ ， さらに 20 日夕刻 まで

10〜20 万 tlh レ ベ ル の 活動を維持し た が，以後 21 日

16 時に 至 る 間 の 活動は 1 万 t！h 以下 に ま で 衰 えた ．

な お ，小山 ほ か 〔1987） は 噴火開始 か ら 18 日朝ま で

の 噴出率を 145 万 mSfh （重量換算 36 万 t！h）と して

い る．割れ 目噴火 を み る と，21 日 16 時 15 分 に 110

万 t！h の 速度 で 噴火が始 ま り （TB −1 の 段階）， す ぐに

勢 い を 増 し，そ の 後の 約 5．5 時間 の 平均噴 出速度 は

800 万 t！h 強 に 達 した （TB −2 の 段 階）．最 盛 期 と考え

られ る 17〜19 時頃 だ げ を とれ ば ，さらに 著 しい 噴出

速度 を 示 した で あ ろ う．一
方，噴火開始 6 時 間後 に は

す で に 40 万 t！h に 落ち ，
10 時間後に は 1 万 tXh 以

下 と な っ た ． こ の 推移 は 割れ 目噴火 が 山 頂噴火 に 比 べ ，

い か に 短時間 に 大量 の マ グ マ を 噴出し た か を物語る．

　1987 年 11 月噴火

　 1987 年 11 月 16 日 と 18 日 の 噴火 に よ る火山灰

は 合計約 4 万 t 程度で あ り，1986 年噴火 で 三 原山中

央 火孔に 集積さ れ た 約 2800 万 t の 溶岩湖 マ グ マ の

0．15％ 1こ す ぎな い ．溶 岩湖 の 表面 に 厚 さ 5m の ク ラ

ス トが形成 され て い た と仮定す る と，それ は 50 万 t

とな り， ク ラ ス トの 8％ を除 い て 陥没 した 計算 に な

る，な お ，溶 岩湖面 の 低下 は ， 1986 年 12 月 18 日

に 始 ま っ て い た （約 5m ）．

VII．　お わ り に

伊豆大 島 1986〜 1987 年 噴火 の 経緯 と噴出物 に つ い
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て ，主 とし て 現地調査 ，ビ デ オ ，空中写真等 の 解析 に

基 づ い て 検討 し た 結果 を述べ た ．1986 年 11 月 15 日

に 始 ま っ た 山頂 噴火 は ，
1 年後 の 溶岩湖 の 陥没 で 噴火

サ イ ク ル の 最終段 階を 迎 え た もの と 思 わ れ る．割れ 目

火 口 か ら の 側噴火は ，噴火様式，噴出物 の 性質，噴出

速度な ど多 くの 点 で 山頂噴火 とば 異な る様 相 を 示 し た ．

A ，B ，　C 各火 ロ 群 の 噴火 とも主体 は 溶岩噴泉活動 で あ

っ た が，噴泉 の 高度 ，噴出速度，堆積場所 の 性質な ど

に よ っ て ， 溶岩 湖 ， 火砕 丘 ，
ル ート レ ス 溶岩流 （root −

less　lava　flow； Clastogenic 　lava　flow），
レ オ モ ル フ

ィ ッ ク 溶岩 流 〔Rheomorphic 　lava　How ），温 流型溶岩

流 （Overspill　lava　fiow）な どが形成 され ，遠方 に は

降下 ス コ リア ・火山灰 が 運搬堆積 され た ．

　特に 800 万 t／h と い う極 め て 高い 噴出速 度 で マ グ マ

が 噴出 した B 火 口 群 の 噴火は ， 激 しい 溶岩噴泉 と な リ

ス コ リア 。ス パ
ッ タ

ー
を高 く噴 き上 げ た ．こ れ は ガ ス

圧 の 高か っ た こ とを示す．ガ ス 圧 の 高い 曠泉 か ら，溢

流型 の 溶岩流が発生す る こ とは考え に くい ，ル ート レ

ス 溶岩流 の 事例 は実際 に は 少 な くな い もの と思 わ れ ，

多 くの事例 の 再検討が期待 され る．

　A ，B 火 冂 群を 通 じて ， テ フ ラ の 物理 的性質は ，細

粒 ・強発泡 （TA −1，2；TB −1）→粗粒 ・やや弱発泡 （TA −

3，
4； TB −2）→ 細粒 ・強発泡 （TB −3，4，5，6） と時間的

に 推移す る 傾向 が 認 め られ た が ，B 火 口 群 の 場合，化

学組成 も SiO257 ％ （TB −1）→ SiO254 ％ （TB −2
，
3

，
4

，

5， 6） と ， 物 理 的性質 の 変化 と対応 して 変化 した ．
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